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け
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つ
れ
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２
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●
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級
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木
造
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築
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定
期
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令
和
６
年
度 

専
攻
建
築
士
制
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登
録
申
請
の
受
付
開
始

●
新
年
挨
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会
長
・
京
都
府
知
事
・
京
都
市
長
・
支
部
長
・
青
年
部
長
・
女
性
部
長

●
特
集　
め
く
る
め
く
シ
ブ
イ
建
築
世
界　
２

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、プ
リ
ン
ス
ト
ン
そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
へ

●
報
告

令
和
４
年
度 

全
国
ま
ち
づ
く
り
委
員
長
会
議

第
２
回 

す
べ
て
の
建
築
士
の
た
め
の
総
合
研
修

建
築
ま
ち
あ
る
き 

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

藤
井
厚
二
・
八
木
邸
、枚
方
宿
の
町
並
み
と
鍵
屋
資
料
館 

見
学
会

●
支
部
だ
よ
り　

東
舞
鶴

●
本
の
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア 

第
9
回　
『
青
華
│
伊
東
豊
雄
と
の
対
話
』

●
表
紙
の
こ
と
ば　
『
薬
師
寺 

休
ヶ
岡
八
幡
宮
』

京
都
だ
よ
り

Kyoto D
ayori
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第
二
百
八
回    

岩
田　

信
一  

旧加悦町役場庁舎について

い
わ
た
・
し
ん
い
ち

一
級
建
築
士

（
一
社
）京
都
府
建
築
士
会 

常
任
副
会
長

京
都
府
与
謝
郡
与
謝
野
町
加
悦
（
加
悦
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）
の
玄
関
口
に
位
置
す

る
歴
史
的
建
造
物
で
す
。
数
年
に
わ
た
り
修
理
│

復
原
│
活
用
の
お
手
伝
い
を
公
私
に
わ
た
り
協
力

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。旧

加
悦
町
役
場
庁
舎
は
１
９
２
７
（
昭
和
２
）

年
に
発
生
し
た
北
丹
後
地
震
に
よ
り
倒
壊
し
１
９

２
９
（
昭
和
４
）
年
に
建
て
替
え
ら
れ
、
１
９
９

７
（
平
成
９
）
年
京
都
府
指
定
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。設
計
者
は
、宮
津
出
身
の
建
築
家　
今

林
彦
太
郎（
大
林
組
の
初
代
建
設
部
長
）。
建
築
面

積
２
７
５・４
７
㎡
、
延
床
面
積
５
３
２・２
０
㎡
。

「
令
和
の
大
修
理
」

「
旧
加
悦
町
役
場
庁
舎
耐
震
改
修
検
討
委
員
会
」

建
築
史
・
意
匠
、
耐
震
工
学
、
建
築
構
造
・
材
料
、

木
質
科
学
の
立
命
館
大
学　
鈴
木
祥
之
教
授
を
中

心
に
各
分
野
の
専
門
家
14
人
で
構
成
さ
れ
た
。
幾

度
と
な
る
調
査
実
験
が
行
わ
れ
、
微
動
計
測
、
地

質
調
査
、金
沢
工
業
大
学
に
て
耐
力
測
定
実
験
、外

壁
の
復
元
力
特
性
測
定
実
験
、
既
存
基
礎
立
上
強

度
試
験
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
耐
震
補
強
・
改
修
方

法
が
決
定
さ
れ
た
。建
築
審
査
会
の
審
査
を
得
、構

造
は
第
三
者
機
関
の
審
査
を
得
、
復
原
に
つ
い
て

は
文
化
財
保
護
課
の
同
意
を
得
た
。
こ
れ
ら
を
基

に
実
施
設
計
を
行
い
、
着
工
に
至
る
。

１ 

外
壁

当
初
は
単
な
る
ラ
ス
モ
ル
下
地
と
見
ら
れ
て
い

た
。
厚
さ
40
㎜
鉄
網
入
り
、
成
分
は
モ
ル
タ
ル
に

珪
藻
土
混
入
。
下
地
は
松
板
材
斜
め
張
り
。
建
設

当
時
の
文
献
に
よ
れ
ば
「
鉄
網
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

と
呼
ば
れ
、
木
摺
斜
張
下
地
と
相
ま
っ
て
構
造
耐

力
要
素
と
し
て
非
常
に
期
待
で
き
、
木
造
と
の
相

性
が
良
い
こ
と
が
判
明
。

２ 

基
礎

当
初
は
単
な
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
布
基
礎
と
見

ら
れ
て
い
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
底
盤
の
み
で
台

形
の
立
ち
上
が
り
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
文
献
に

よ
れ
ば
「
石
灰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
、
低

強
度
で
は
あ
る
が
木
造
上
部
構
造
を
柔
軟
に
支
え

る
相
性
の
良
い
基
礎
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

３ 

２
階
梁

１
２
０
×
５
５
０　
２
連
梁
で
ス
パ
ン
毎
に
１

１
０
×
３
８
０
の
水
平
筋
違
い
を
配
し
、
ほ
ぞ
付

根
太
に
て
２
連
梁
上
端
を
拘
束
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
約
12
ｍ
の
無
柱
空
間
と
し
て
い
る
。

当
時
の
庁
舎
建
築
と
し
て
は
優
れ
た
耐
震
性
能

を
持
つ
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
が
現
行
基
準
と
同
レ

ベ
ル
の
耐
震
性
能
を
要
求
さ
れ
た
た
め
、
１
階
に

た
わ
み
抑
制
柱
と
壁
を
設
け
、
一
部
の
内
壁
を
荒

壁
パ
ネ
ル
張
り
と
し
た
。

「
保
存
復
原
│
耐
震
補
強
│
利
活
用
」

１ 

基
礎

石
灰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
の
内
外
部
に
て
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
挟
み
込
む
工
法
と
し
、
上
部
構

造
の
荷
重
は
内
部
に
新
設
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
べ
た
基
礎
に
負
担
さ
せ
た
。

２ 

外
壁

内
部
成
分
が
不
明
で
あ
り
、
混
入
さ
れ
た
鉄
網

の
状
況
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
極
力
現
状
保
存
と

し
た
。

３ 

窓現
状
は
欄
間
付
上
下
窓
で
あ
っ
た
が
、
既
存
調

査
に
よ
り
欄
間
付
両
開
窓
と
判
明
し
た
た
め
両
開

窓
で
復
原
し
た
。

４ 

利
活
用

ち
り
め
ん
街
道
の
玄
関
と
し
て
、
人
々
の
交
流

が
生
ま
れ
る
観
光
・
交
流
の
場
と
し
て
リ
ス
タ
ー

ト
。

「
ま
と
め
」

多
く
の
方
々
の
様
々
な
調
査
・
分
析
と
復
原
修

理
を
目
の
当
た
り
に
し
、
先
人
の
崇
高
な
建
築
と

最
新
技
術
に
触
れ
、
非
常
に
貴
重
な
体
験
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
是
非
「
ち
り
め
ん

街
道
」
に
来
ら
れ
「
旧
加
悦
町
役
場
庁
舎
」
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

外観東面 議場
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Event

1   Kyoto Dayori  January 2025

2 February

3Mon 常任理事会

13Thu 建築士定期講習（京都市）

18Tue 七彩の会

20Thu 既存住宅状況調査技術者講習（更新）

2 1
January1

6Mon 事務局仕事始め

7Tue 新年交礼会

14Tue 常任理事会

21Tue 七彩の会

24Fri 支部長会議・理事会

9Sun 女性部会創設40周年記念事業

（一社）京都府建築士会 青年部会
創立50周年記念事業
建築家セミナー2025　香山壽夫

青年部会 研修・セミナー担当会
●ＣＰＤ　2単位
●日　時　3月1日（土）
●会　場　ホテルグランヴィア京都
　　　　　5階　古今の間
　京都市下京区烏丸通塩小路下ル
　（JR京都駅直結）
●講　師　香山建築研究所  香山壽夫 氏
●参加費　無料
●定　員　200名（要事前申込／先着順）
●申込締切　2月16日（日）
●内　容
　 建築デザインのみならず、都市計画や
文化施設の設計・改修、教育活動まで
幅広く活動されている香山壽夫氏にご
講演いただきます。

　 京都における実績も数多くあり、公共
建築賞・京都建築賞における特別賞な
ど高い評価を得ておられる香山氏の経
験、知識、考え方を学びます。

令和６年度 監理技術者講習
事業委員会

●ＣＰＤ　6単位
●日　時　第4回　3月11日（火）
　受付開始／午前9時
　運営説明／午前9時20分～ 9時30分
　講　習／午前9時30分～午後5時10分
●会　場　京都建設会館別館 会議室
●定　員　20名（定員になり次第締切）
●申　込　（公社）日本建築士会連合会
　　　　　HPよりお申し込みください。

令和6年度
国内研修旅行～愛知～

青年部会 研修・セミナー担当会
●ＣＰＤ　申請予定
●日　時　4月19日（土）～ 20日（日）
●見学先　愛知県内
●参加費　会員／ 28,000円
　　　　　一般／ 33,000円
●定　員　35名（定員になり次第締切）
●申込締切　3月31日（月）
●内　容
　 初日は、アントニン・レーモンが手掛
けた南山大学と神言神学院の見学を行
います。2日目は、谷口吉生設計による
名作、豊田市美術館に加え、通常は公開
されていない施設も巡る予定です。

　１日目：
　　南山大学、神言神学院、豊田講堂、他
　　（名古屋市内に宿泊）
　２日目：
　　リニモテラス、逢妻交流館、
　　豊田市美術館、豊田市自然観察の森
　※詳しくはチラシをご確認ください。

令和６年度
既存住宅状況調査技術者講習

事業委員会
【更 新】───────────────
●ＣＰＤ　2単位
●日　時　2月20日（木）
　　　　　午後1時20分～ 4時50分
　　　　　（受付：午後0時50分～）
●会　場　京都建設会館別館 会議室
　　　　　（京都市）
●定　員　20名
●申　込
　（公社）日本建築士会連合会HPより
　お申し込みください。
●内　容
　 国土交通省の既存住宅状況調査技術者
講習制度の講習を修了した、既存住宅
状況調査技術者が対象となります。
　 資格を取得した年度の３年後の年度末
までが有効期間となります。

お知らせ

建築士事務所に所属する建築士の方
は3年に1度の受講が義務付けられて
ます。
●受付期間：受付中
　※定員になり次第受付終了
●講習日・会場・定員：
　2月13日（木）
　京都テルサ 100名
　【会場コード　5Ｂ－03】

令和6年度より、申込手続きは原則と
して「インターネットによる」受付に
変更になりました。詳細・お申込み
については（一社）京都府建築士会の
ホームページからご確認ください。

一級／二級／木造建築士
定期講習

令和６年度　第4期

※注意：京都建設会館の駐車場は 
利用できません

電話・FAX、またはホームページから 
お申し込みください。事業内容の詳細
は、ホームページをご確認ください。
（一社）京都府建築士会事務局
TEL075-211-2857  FAX075-255-6077
https://www.kyotofu-kenchikushikai.jp
E-mail:contact@kyoto-kenchikushikai.jp

参 加 申 込

「京都だより」特集まとめ
（一社）京都府建築士会のホームページで、
「京都だより」の特集をまとめたPDFをご覧
いただけます。

お知らせ
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
春
を
清
々
し
い
気
持

ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。今

年
の
干
支
は
「
巳
」
で
す
。
わ
が
国
で
は

白
蛇
が
日
本
各
地
で
天
候
神
や
豊
穣
神
と
し
て

古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
て
良
い
象
徴
と
捉
え
ら
れ

て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
、
能
登
半
島
地
方
を
襲
っ
た
地

震
や
水
害
、
土
砂
災
害
の
大
災
害
に
よ
り
、
多

く
の
方
々
が
困
難
な
状
況
に
直
面
さ
れ
ま
し

た
。
自
然
災
害
に
対
し
て
無
力
さ
を
知
り
、
復

旧
復
興
へ
の
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
復
旧
、
復
興
に
向
け
て
、
応
急
危

険
度
判
定
、
建
物
被
災
鑑
定
な
ど
私
た
ち
建
築

士
も
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
地
域
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
再
構
築
す
る
た
め
、
市
町
村
と
連
携

し
て
地
域
の
災
害
に
対
し
て
引
き
続
き
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
は
法
律
社
会
の
中
で
業
務
を
行
っ
て

お
り
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
建
築
基
準
法
や
建

築
士
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
動
向
や

目
的
を
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
こ
れ
ら
の
法

律
の
改
正
は
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
目
的
が
あ

り
ま
す
。

﹇
１
﹈安
全
性
の
向
上

地
震
や
火
災
な
ど
の
災
害
に
対
す
る
建
物
の

耐
久
性
を
高
め
る
た
め
の
基
準
を
強
化
す
る
こ

と
。

﹇
２
﹈環
境
へ
の
配
慮

持
続
可
能
な
建
築
を
促
進
す
る
た
め
に
、
省

エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
奨
励

す
る
規
定
を
導
入
す
る
こ
と
。

﹇
３
﹈建
築
士
の
専
門
性
向
上

建
築
士
法
の
改
正
に
よ
り
、
建
築
士
の
資
格

取
得
や
継
続
教
育
の
要
件
を
見
直
し
、
専
門
性

を
高
め
る
こ
と
。

﹇
４
﹈手
続
き
の
簡
素
化

建
築
許
可
や
確
認
申
請
の
手
続
き
を
効
率
化

し
、
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
円
滑
な
進
行
を
図

る
こ
と
。

（
一
社
）
京
都
府
建
築
士
会
で
は
具
体
的
な

改
正
内
容
や
業
務
に
必
要
な
情
報
を
、
会
員
の

皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
正
確
に
お
伝
え
す
る
為

に
勉
強
会
を
始
め
と
す
る
情
報
提
供
を
引
き
続

き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

そ
し
て
、
私
の
目
指
す
新
年
の
目
標
は
、

﹇
１
﹈ 

会
員
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
新
規

会
員
向
け
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
、
S
N
S
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
活
用

に
よ
り
。
建
築
士
会
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
や
活
動

を
広
く
周
知
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

﹇
２
﹈ 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
は
、
定
期
的
な
研

修
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
積
極
的
に
実
施
し
、

最
新
の
技
術
や
ト
レ
ン
ド
を
学
ぶ
機
会
を
提
供

し
、
他
の
専
門
家
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
多
様
な
視
点
を
取
り
入
れ
た
講
座
や
セ
ミ

ナ
ー
の
企
画
を
目
指
し
ま
す
。

﹇
３
﹈ 
地
域
貢
献
活
動
は
、
地
元
の
学
校
や
地

域
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
建
築
に
関
す
る

教
育
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
、
建

築
士
の
知
識
や
技
術
を
活
か
し
て
貢
献
し
ま

す
。
そ
し
て
引
き
続
き「
ま
ち
づ
く
り
、
災
害

支
援
、
空
き
家
対
策
、
住
宅
相
談
」を
府
内
市

町
村
と
連
携
し
て
空
き
家
の
調
査
や
活
用
を
建

築
士
の
立
場
で
よ
り
一
層
活
動
を
目
指
し
ま

す
。

﹇
４
﹈ 

次
世
代
を
担
う
青
年
部
会
や
女
性
部
会

の
充
実
し
た
事
業
を
応
援
す
る
と
同
時
に
、
役

員
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
会
員
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
、
地
域
社
会
に
も
良
い
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る

具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
実
行
に
向
け
て
検
討
致
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

「
つ
な
ぐ
・
そ
の
先
は 

∞（
無
限
）」

 

〜 

会
員 

⇔ 

情
報 

⇔ 

地
域

 　

 

⇔ 

士
会 

⇔ 

次
世
代
と 

〜

（
一
社
）
京
都
府
建
築
士
会
を
会
長
方
針
と

し
て
、
会
員
・
地
域
・
行
政
・
次
世
代
と
「
つ

な
ぐ
」
取
り
組
み
を
、
精
一
杯
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
ご
鞭
撻
の
程
、
何
卒

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
５
年 

新
年
の
ご
挨
拶

山
領　
正

一
般
社
団
法
人 

京
都
府
建
築
士
会 

会
長

M
E

S
S

A
G

E

新
年
挨
拶
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京
都
か
ら
い
の
ち
輝
く
未
来
を
切
り
拓
く

京
都
の
ま
ち
を
未
来
に
繋
ぐ

京
都
市
長

京
都
府
知
事

あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
た
な
年
の
始
ま
り
に
、
皆
様
の
御
多
幸
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

市
長
就
任
か
ら
、
間
も
な
く
１
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、「
市
民
対
話
会
議
」
を
開

催
し
、
様
々
な
立
場
の
皆
様
と
直
接
、
対
話
す
る

と
と
も
に
、
時
間
の
許
す
限
り
京
都
の
ま
ち
を
歩

き
、
京
都
に
暮
ら
し
、
働
く
方
々
と
の
出
会
い
を

通
じ
て
、
ま
ち
の
あ
り
様
を
私
な
り
に
見
つ
め
直

し
て
き
ま
し
た
。

京
都
の
特
性
と
も
言
え
る
「
ま
ち
柄
」
を
確
認

す
る
中
で
見
え
て
き
た
の
は
、
京
都
の
課
題
と
大

き
な
可
能
性
で
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
文
化
、
伝
統
な
ど
、
京

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
府
民

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新

し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、８

月
に
は
初
め
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報（
巨

大
地
震
注
意
）が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て「
危

機
管
理
」
が
い
か
に
行
政
に
お
け
る
根
幹
的
な
役

割
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
一
年
で

あ
り
、
新
し
く
整
備
し
た
常
設
の
危
機
管
理
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
全
て
の
営
み
の
土
台
と
な

る
府
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
方
で
、
昨
年
は
府
立
植
物
園
や
京
都
丹
後
鉄

都
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
担
い
手
の
減
少

や
、
就
職
期
や
結
婚
・
子
育
て
期
の
方
々
の
市
外

流
出
、一
部
の
観
光
地
で
の
混
雑
や
マ
ナ
ー
な
ど
の

観
光
課
題
、
更
に
は
オ
フ
ィ
ス
空
間
の
不
足
等
と

い
っ
た
ま
ち
の
課
題
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
京
都
が
受
け
継
ぐ
文
化
や
価
値
観
を

魅
力
に
感
じ
、
多
彩
な
人
々
が
訪
れ
て
い
る
こ
と

や
、
発
展
に
向
け
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
エ
リ

ア
の
存
在
、
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
で
活

躍
す
る
大
学
生
な
ど
の
若
者
の
姿
な
ど
に
大
き
な

可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
京
都
で
育
ま
れ
て
き

た
自
治
の
伝
統
と
心
意
気
を
生
か
し
、
ま
ち
を
次

代
に
繋
い
で
い
く
た
め
に
は
、
人
と
人
と
の
垣
根

を
低
く
し
、
多
彩
な
担
い
手
を
結
び
付
け
て
い
く

道
・
宮
津
線
が
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
と
と
も
に
、

国
内
最
大
規
模
の
国
際
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
「
I
V
S
」
を
２
年
連
続
で
京
都
で
盛

大
に
開
催
し
、
次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
多
様
な

価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
新
た
な
一
歩
と
な
っ
た

一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
万
巻
の
書
を
読
み
、
万
里
の
道
を
往
く
」。
こ

れ
は
「
最
後
の
文
人
画
家
」
と
称
さ
れ
た
富
岡
鉄

斎
の
座
右
の
銘
で
す
。
書
物
を
読
み
各
地
を
巡
っ

て
多
く
の
事
象
に
触
れ
る
こ
と
を
実
践
し
た
彼
は
、

そ
の
経
験
の
中
か
ら
多
様
な
価
値
を
見
出
し
ま
し

た
。
都
と
し
て
交
流
の
中
心
地
で
あ
っ
た
京
都
に

は
、鉄
斎
の
よ
う
な
人
々
や
文
物
が
行
き
交
い
、そ

う
し
た
交
流
の
中
か
ら
人
々
の
心
の
発
露
が
文
化

こ
と
が
必
要
で
す
。

昨
年
は
、
京
都
市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口

流
出
を
抑
制
す
る
た
め
、
若
者
・
子
育
て
世
帯
の

定
住
を
促
進
す
る
「
京
都
安
心
す
ま
い
応
援
金
」

を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
観
光
混
雑
対
策
と
し
て

全
国
初
の「
観
光
特
急
バ
ス
」の
運
行
開
始
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
芽
出
し
と
な
る
事
業

を
展
開
し
ま
し
た
。

更
に
は
、
京
都
の
「
ま
ち
柄
」
な
ど
本
質
的
な

価
値
や
強
み
を
継
承
・
発
展
し
、
令
和
９
年
度
ま

で
に
取
り
組
む
政
策
等
を
ま
と
め
た
「
新
京
都
戦

略（
骨
子
）」
を
お
示
し
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
の
干
支
は
乙
巳（
き
の
と
み
）で
す
。
努
力

を
重
ね
な
が
ら
物
事
を
安
定
さ
せ
て
い
く
意
味
が

と
い
う
価
値
と
な
っ
て
、
京
都
か
ら
各
地
へ
も
た

ら
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
価
値
は
絶
え
間
の
な
い

交
流
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
文
化
庁
と
も
手
を
携
え

つ
つ
府
内
各
地
の
多
彩
な
文
化
の
掘
り
起
こ
し
や

磨
き
上
げ
を
行
い
、
京
都
が
守
っ
て
き
た
「
人
の

つ
な
が
り
」
を
大
切
に
、
誰
も
が
未
来
に
夢
や
希

望
を
持
て
る
「
あ
た
た
か
い
京
都
づ
く
り
」
を
さ

ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
あ
、
い
よ
い
よ
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
幕
し

ま
す
。
日
本
に
お
け
る
最
初
の
博
覧
会
が
１
８
７

１
年
に
こ
こ
京
都
で
開
か
れ
て
以
来
一
世
紀
半
。

今
も
昔
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
京
都
で
生
ま
れ
続

け
て
い
る
の
は
、
技
術
の
進
歩
を
人
々
の
幸
せ
に

結
び
付
け
る
文
化
と
心
根
が
京
都
に
息
づ
い
て
い

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
芽
吹

き
を
大
き
く
育
て
て
い
く
た
め
、令
和
７
年
度
は
、

新
京
都
戦
略
に
基
づ
き
、
多
彩
な
人
々
が
集
い
、

誰
も
が
個
性
を
生
か
し
て
活
躍
で
き
る
、
す
べ
て

の
人
々
に
「
居
場
所
」
と
「
出
番
」
の
あ
る
社
会

の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
京
都
市
の
ま
ち
の
未
来
像
と
な
る
「
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
向
け
た
取
組
も
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
若
者
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
京
都
で
働
き
、
学
び
、
憩
う
多
様

な
市
民
の
皆
様
に
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
京
都
の

未
来
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
声
を
つ
な
い

で
未
来
を
構
想
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
是
非
、

皆
様
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

る
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
私
た
ち
が

大
切
に
受
け
継
い
で
き
た
「
継
承
」
と
「
創
造
」

の
精
神
で
新
し
い
価
値
を
生
み
出
し
、
世
界
の

人
々
を
府
内
各
地
へ
い
ざ
な
い
、
大
き
な
交
流
を

つ
く
り
出
す
こ
と
で
、
京
都
か
ら
い
の
ち
輝
く
未

来
を
切
り
拓
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
再
生
と
変
化
を
象
徴
す
る
巳
年
。
時

流
を
柔
軟
に
捉
え
、
努
力
を
重
ね
な
が
ら
、
皆
さ

ま
と
共
に
進
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。
今
年
一
年

の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
平
素
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
皆
様
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

２
０
２
５
年
よ
り
建
築
基
準
法
が
改

正
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
４
号
特
例
」
が

廃
止
と
な
り
、
木
造
住
宅
を
中
心
と
し

た
小
規
模
建
築
物
に
お
い
て
も
、
よ
り

厳
格
な
構
造
計
算
や
設
計
確
認
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
建
築
士
の
責
務

が
一
層
重
要
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
改

正
は
、
建
物
の
耐
震
性
や
安
全
性
を
よ

り
厳
し
く
管
理
す
る
こ
と
で
、
災
害
に

強
い
住
環
境
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

地
震
や
台
風
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
で
、

こ
う
し
た
動
き
は
持
続
可
能
な
社
会
の

基
盤
づ
く
り
に
も
寄
与
す
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
地
元
に
お
い
て
は
、
法
改

正
に
伴
う
コ
ス
ト
増
や
設
計
手
続
き
の

複
雑
化
に
戸
惑
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
建
築
士
と
し
て
役
割
を
果

た
し
つ
つ
、
地
元
・
丹
後
の
伝
統
的
な

建
築
文
化
を
尊
重
し
な
が
ら
、
高
品
質

な
設
計
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

皆
様
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
空
間
を
お

届
け
し
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
法
改
正
を
契
機
に
、
技
術
力

の
向
上
と
安
全
な
建
築
の
実
現
に
向
け

て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

丹
後
支
部

支
部
長

久
保　
祐
一

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
家
族
お
揃
い
で
新
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
平
素
よ
り
、

支
部
活
動
な
ら
び
に
本
部
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
の
支
部
活
動
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
７
月
と
11
月
に
宮
津
市

建
築
住
宅
係
と
の
共
催
で
建
築
相
談
会

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
耐

震
性
の
な
い
住
宅
が
約
２
、７
０
０
戸

あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
毎
年
の
取
り
組

み
と
し
て
宮
津
市
役
所
と
協
力
し
進
め

て
い
る
重
要
な
事
業
で
す
。
今
後
は
与

謝
野
町
や
伊
根
町
と
の
連
携
も
視
野
に

入
れ
、
活
動
の
拡
充
を
図
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
支
部
と
し
て
恒
例
と
な
っ
て

い
る
全
国
大
会
へ
の
参
加
で
す
が
、
本

年
は
大
阪
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
全

国
の
建
築
士
の
皆
様
が
活
躍
す
る
姿
に

触
れ
る
貴
重
な
場
と
し
て
、
支
部
の
さ

ら
な
る
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
巳
年
で
す
。
巳
の
特

徴
で
あ
る
「
脱
皮
を
重
ね
て
成
長
す
る

姿
」
に
ち
な
ん
で
、「
復
活
と
再
生
」
の

年
と
し
、
蛇
の
よ
う
に
知
恵
深
く
粘
り

強
い
宮
津
支
部
を
目
指
し
て
邁
進
す
る

所
存
で
す
。
支
部
役
員
を
は
じ
め
、
会

員
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
本
年
も
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

宮
津
支
部

支
部
長

和
田　
直
之

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
舞
鶴
支
部

の
活
動
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
昨
年
は
元
日
か
ら

能
登
で
震
度
７
の
大
地
震
が
発
生
し
、

舞
鶴
に
お
い
て
も
一
時
、
津
波
注
意
報

が
発
令
さ
れ
正
月
気
分
が
吹
き
飛
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
も
し
も
近
隣
で
大
災

害
が
起
こ
っ
た
時
に
、
応
急
危
険
度
判

定
な
ど
、
我
々
「
建
築
士
」
と
し
て
出

来
る
こ
と
へ
の
準
備
や
緊
急
連
絡
網
の

整
備
の
必
要
性
を
改
め
て
認
識
い
た
し

ま
し
た
。

さ
て
支
部
長
を
拝
命
し
て
早
い
も
の

で
３
年
目
と
な
り
ま
す
。
よ
う
や
く
右

と
左
の
区
別
く
ら
い
は
つ
く
よ
う
に
な

っ
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
本
年
は
コ
ロ            

ナ
禍
で
希
薄
に
な
っ
て
い
た
「
交
流
」

の
部
分
を
重
点
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
・
ご

参
加
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
巳
年
で
す
。
実
は
私
、
年
男

で
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
蛇
は
豊
穣
や
金

運
を
司
る
神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
辛

抱
強
く
生
命
力
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
本
年
が
経
済
も
上
向
き
、
皆

様
方
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

舞
鶴
支
部

支
部
長

坂
根　
功
一

皆
様
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
建

築
士
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
２
５

年
も
、
建
築
士
会
は
地
域
社
会
に
根
ざ
し
た

活
動
を
続
け
、
建
築
業
界
の
発
展
に
貢
献
す

る
べ
く
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
建
築
界
は
大
き
な
変
革
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
持
続
可
能
な
社

会
へ
の
移
行
が
急
務
と
な
る
中
、
環
境
負
荷

の
少
な
い
建
築
技
術
や
材
料
の
開
発
が
進
ん

で
い
ま
す
。
特
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
目
指
す
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
性
能
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
D
X（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）が
建
築
の
現
場
に
も
広
が
り
、

B
I
M（
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
）の
普
及
や
、
A
I
を
活

用
し
た
設
計
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
新
た
な

技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

設
計
か
ら
施
工
、
維
持
管
理
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
が
効
率
化
さ
れ
る
一
方
で
、
技
術
の
習
得

や
新
し
い
働
き
方
に
適
応
す
る
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
今
の
課
題
と
し
て
、
職
人
や

技
術
者
不
足
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
高
齢

化
が
進
む
中
、
若
い
人
材
の
育
成
が
急
務
で

す
。
建
築
士
と
し
て
も
、
後
進
の
指
導
や
職

場
環
境
の
改
善
を
通
じ
て
、
次
世
代
を
担
う

人
材
を
育
て
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
展
望
と
し
て
、
建
築
界
は
「
人
」

と
「
環
境
」
を
よ
り
一
層
重
視
し
た
方
向
へ

進
む
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
人
々
の
暮
ら
し
の

質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
や
、
健
康
に
配
慮
し
た
建
物
の
設

計
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

自
然
災
害
の
多
い
日
本
に
お
い
て
、
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
高
い
建
築
物
の
需
要
も
高
ま
る
で

し
ょ
う
。
防
災
・
減
災
に
強
い
建
築
物
の
設

計
や
、
地
域
社
会
と
連
携
し
た
街
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
２
０
２
５
年
も
建

築
士
会
は
業
界
の
進
歩
に
貢
献
し
、
皆
様
と

と
も
に
よ
り
良
い
社
会
を
築
い
て
い
く
所
存

で
す
。
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
知
山
支
部

支
部
長

立
石　
一
之

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
家
族
お
揃
い
で
新
年
を
お
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
は
支
部
活
動
並
び
に
本
部
活
動
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
紙

面
上
で
は
あ
り
ま
す
が
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
の
支
部
活
動
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
綾
部
市
様
の
ご
協
力
の

も
と
、
京
都
府
建
築
士
事
務
所
協
会
と

共
催
で
建
築
相
談
を
開
催
す
る
が
定
例

化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月

に
は
建
築
士
の
日
事
業
と
し
て
、
本
年

度
綾
部
市
建
築
課
が
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
耐
震
診
断
事
業
に
協
力
す
べ
く

「
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
」
を
学
ぶ
講

演
会
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
か
げ
様
で
綾
部
市
の
耐
震
診
断
は
補

正
予
算
を
取
る
な
ど
し
て
診
断
件
数
66

件
ま
た
本
格
改
修
工
事
は
16
件
と
非
常

に
多
く
の
市
民
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
恒
例
と
な
る
建
築

士
会
綾
部
支
部
と
京
都
府
建
築
士
事
務

所
協
会
北
部
支
部
の
合
同
納
涼
会
も
開

催
す
る
な
ど
支
部
活
動
は
、
活
性
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
巳
年
で
す
、
巳
は
蛇

を
指
し
、
古
来
よ
り
知
恵
や
再
生
、
脱

皮
に
よ
る
変
化
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
蛇
が
殻
を
脱
ぎ
捨
て
る
よ
う
に
、

巳
年
は
「
成
長
」「
変
化
」「
新
た
な
ス

タ
ー
ト
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
さ
し
く
綾
部
支
部
が

今
年
の
目
標
と
す
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
支
部
役
員
の
方
や
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
も
皆
様
方
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
祈
念
し
ま
し
て
年
頭
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

綾
部
支
部

支
部
長

村
上　
正
一
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平
素
は
宇
治
支
部
の
活
動
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
４
月
に
支
部
長
と

し
て
新
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た

が
何
も
で
き
な
い
ま
ま
単
な
る
雑
用
係

と
し
て
年
度
を
終
え
そ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。

社
会
は
大
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

原
因
は
恐
ら
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
で
す
。
大
勢
と
関
わ
っ
て
い
る
よ
う

に
錯
覚
し
な
が
ら
ま
す
ま
す
人
間
関
係

は
希
薄
に
な
り
、
集
ま
っ
て
事
を
成
そ

う
と
す
る
旧
世
代
と
、
集
ま
ら
ず
に
美

味
し
い
部
分
だ
け
欲
し
い
新
世
代
の
間

に
は
深
い
溝
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て

な
り
ま
せ
ん
。
匿
名
で
撃
ち
合
い
を
繰

り
返
し
最
後
は
リ
セ
ッ
ト
で
き
る
バ
ー

チ
ャ
ル
な
関
係
性
は
居
心
地
が
い
い
。

あ
ら
ゆ
る
団
体
が
こ
の
泥
沼
を
抜
け
出

そ
う
と
し
な
が
ら
苦
し
ん
で
い
る
時
代

だ
と
思
い
ま
す
。
さ
て
私
に
何
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
。
戦
争
は
止
ま
ず
相
変

わ
ら
ず
政
治
は
無
策
で
景
気
は
一
向
に

良
く
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
私
た
ち

は
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建
築

が
人
間
の
生
活
に
常
に
や
さ
し
い
存
在

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
ア
ク
シ
ョ
ン
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
・
・
。

時
々
そ
ん
な
大
そ
れ
た
こ
と
を
考
え

た
り
し
な
が
ら
身
の
回
り
の
さ
さ
や
か

な
平
和
に
浸
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
楽

し
い
会
に
し
よ
う
と
楽
し
く
な
い
仕
事

を
こ
な
す
っ
て
ど
う
な
の
？
い
や
み
ん

な
の
楽
し
い
顔
が
見
れ
た
ら
そ
れ
で
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
？ 

そ
ん
な
こ
ん
な
で

本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宇
治
支
部

支
部
長

藤
森　
順

２
０
２
５
年
、
皆
さ
ま
の
た
め
に
私

達
青
年
部
会
で
は
ど
ん
な
こ
と
で
貢
献

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
干
支
は
巳
年
、
ヘ
ビ
の
年
で

す
ね
。
建
築
士
と
し
て
ヘ
ビ
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
捉
え
て
み
ま
す
。
ま
ず
ヘ

ビ
は
巣
を
も
た
な
い
生
物
で
、
そ
の
日

そ
の
日
の
環
境
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
判

断
し
て
過
ご
す
場
所
を
変
え
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
定
住
し
な
い
ヘ
ビ
は
「
常
に
考

え
続
け
、
変
化
す
る
」
能
力
を
持
っ
て

い
る
と
も
言
え
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
変
化
の
早
い
社
会
の

中
で
、
個
人
、
会
社
、
団
体
に
と
っ
て

大
切
な
の
は
常
に
考
え
変
化
し
続
け
る

こ
と
で
す
。
私
達
の
い
る
建
築
業
界
、

建
築
団
体
で
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
で

す
が
、
１
年
前
の
建
築
や
事
業
を
コ
ピ

ペ
し
て
い
る
よ
う
で
は
思
考
停
止
で
全

く
面
白
く
な
い
。

昨
年
私
が
青
年
部
長
に
就
任
し
た
際

に
掲
げ
た
テ
ー
マ
、
ケ
ン
チ
ク
は
タ
ノ

シ
イ
！
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
届
け
る
た

め
に
、
建
築
を
学
ぶ
大
学
生
と
一
緒
に

学
生
向
け
事
業
を
企
画
し
た
り
、
毎
月

の
役
員
会
の
中
で
ケ
ン
チ
ク
ト
ー
ク
と

題
し
て
私
が
好
き
な
建
築
家
に
つ
い
て

話
す
機
会
を
設
け
た
り
と
、
例
年
に
な

い
取
組
み
も
始
め
ま
し
た
。

今
を
見
極
め
、
先
を
見
据
え
て
、
ど

う
し
た
ら
自
分
た
ち
が
楽
し
め
る
の
か
、

何
を
す
れ
ば
目
の
前
の
誰
か
に
貢
献
で

き
る
の
か
、
そ
う
や
っ
て
皆
で
考
え
続

け
変
化
の
で
き
る
青
年
部
会
を
つ
く
り

ま
す
の
で
、
今
年
も
引
き
続
き
の
ご
支

援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
年
部
会

部
長原　

利
行

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
女
性
部
会

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
乙
巳
（
き
の
と
み
）

で
、
実
は
年
女
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
年
回
り
に
女
性
部
会
の
創
設
40
周

年
を
取
り
仕
切
る
こ
と
に
な
り
、
大
変

気
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
今
ま
で

に
こ
の
よ
う
な
役
回
り
の
経
験
が
な
く

至
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
み
な
さ

ま
に
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
１
つ
１
つ

丁
寧
に
役
目
を
は
た
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
２
月
９
日
に
、「
女
性
部
会

創
設
40
周
年
記
念
事
業
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
昨
今
の
社
会
情
勢
を
み
る
に

つ
け
、
今
更
「
女
性
」
と
い
う
冠
が
必

要
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
い
か
け
を
も
っ

て
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
今
西
千

尋
氏
を
迎
え
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
女

性
会
員
の
人
数
は
、
い
ま
だ
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
で
す
が
性
別
や
年
代
に
か
か
わ
ら

ず
、
建
築
士
会
の
中
の
「
み
ん
な
の
居

場
所
」
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と

い
う
思
い
を
も
っ
て
、
本
年
も
活
動
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら

も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
か
ら
新
た
に
南
丹
支
部
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

南
丹
支
部
は
近
年
会
員
の
減
少
が
著

し
く
、
新
た
な
会
員
の
増
強
が
急
務
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
南
丹

支
部
に
は
幸
い
京
都
建
築
大
学
校
が
あ

り
ま
す
。
建
築
大
学
校
は
在
学
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
年
間
約
２
０
０
人
も
の
新

し
い
建
築
士
を
輩
出
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
１
割
で
も
建
築
士
会
に
入
会
し
て

も
ら
え
ば
大
き
な
会
員
拡
大
と
な
り
ま

す
。
今
ま
で
は
学
生
に
建
築
士
会
の
告

知
や
入
会
勧
誘
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
学
生
時
に
活
動
を
知
っ
て
も

ら
っ
て
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
ば
、
卒

業
後
も
京
都
府
内
に
就
職
し
た
際
に
は

会
員
と
し
て
存
続
し
て
も
ら
え
る
可
能

性
は
高
く
、
長
い
目
で
み
る
と
会
員
増

強
に
大
き
く
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

幸
い
支
部
会
員
に
は
学
校
関
係
者
も

多
数
お
ら
れ
、
学
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

も
比
較
的
容
易
な
環
境
に
あ
り
ま
す
。

会
費
の
負
担
等
の
ハ
ー
ド
ル
を
な
く
す

た
め
学
生
会
員
の
よ
う
な
新
た
な
制
度

を
作
っ
た
り
、
入
会
の
折
に
は
青
年
層

と
な
る
の
で
青
年
部
と
連
携
し
て
、
建

築
士
会
活
動
や
事
業
へ
参
加
し
て
も
ら

っ
た
り
と
魅
力
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で

き
る
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
に
は
南
丹
支
部
だ
け
で
は
な
く
、
本

会
の
皆
様
方
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
か

な
い
と
難
し
い
事
が
多
々
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
か
京
都
府
建
築
士
会
の
未
来

の
た
め
に
今
年
か
ら
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

南
丹
支
部

支
部
長

永
松　
輝

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
支

部
活
動
並
び
に
本
部
活
動
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
支
部
長
の
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
況

の
中
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
新
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
４
号
特
例
の
廃
止
、
省
エ
ネ

義
務
化
な
ど
法
改
正
が
な
さ
れ
る
年
で

あ
り
、
２
月
に
土
木
事
務
所
の
方
に
協

力
を
あ
お
い
で
改
正
法
規
の
説
明
会
も

計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
会
員
の
皆
様
と
共
に
事
業
に

取
り
組
み
、
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
支
部
事
業
の
中
で
、

建
築
に
携
わ
る
人
同
士
が
話
し
合
い
、

情
報
共
有
し
あ
え
る
場
と
し
て
活
用
し

て
頂
く
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

建
築
士
会
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

っ
て
頂
け
る
活
動
を
行
う
こ
と
が
会
員

の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
も
の
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
年
は
巳
年
で
す
。
変
化
や
成
長
の

年
で
す
。
柔
軟
な
心
と
知
恵
を
持
っ
て
、

新
た
な
挑
戦
を
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
長
き
に
渡
る
世
界
不
況

の
中
、
明
る
い
未
来
を
生
み
出
す
た
め

の
大
き
な
飛
躍
の
一
年
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
も
皆
様
方
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

京
南
支
部

支
部
長

吉
田　
雄
一

女
性
部
会

部
長徳

光
都
妃
子
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ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、プ
リ
ン
ス
ト
ン

そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
へ

江
本　
弘

明
治
末
東
京
の

消
費
文
化
と「
渋
い
」

い
ま
日
本
国
外
で
「
シ
ブ
イ
（Shibui

）」
が

ひ
そ
か
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

は
、
こ
の
言
葉
が
辿
っ
た
お
よ
そ
１
０
０
年
に
わ

た
る
受
容
史
が
背
景
に
あ
る
。
日
本
国
外
で
、
借

用
語
と
し
て
そ
の
言
葉
を
最
初
に
使
っ
た
の
は

「
機
能
主
義
建
築
理
論
の
父
」
ル
イ
ス
・
サ
リ
ヴ

ァ
ン
だ
と
思
し
く
、
弟
子
の
フ
ラ
ン
ク・ロ
イ
ド・

ラ
イ
ト
の
帝
国
ホ
テ
ル
（
１
９
２
３
年
竣
工
）
に

対
す
る
賞
賛
が
そ
の
目
的
だ
っ
た
。

し
か
し
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
言

葉
を
知
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
言
葉
に
対
し

て
な
ぜ
、「
考
え
抜
い
た
こ
と
へ
の
ご
褒
美
（the 

rew
ard of earnest contem

plation

）」

な
ど
と
い
う
、
辞
書
的
な
意
味
と
は
全
く
異
な
る

定
義
を
当
て
は
め
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
基
本
的
な

問
い
に
は
明
確
な
答
え
は
出
て
い
な
い
。
前
回
は

た
だ
、
ラ
イ
ト
の
入
れ
知
恵
だ
ろ
う
、
そ
し
て
ラ

イ
ト
の
知
識
の
出
所
は
そ
の
ま
た
弟
子
の
遠
藤
新

だ
ろ
う
、
と
の
推
測
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
た
。

「
欣ご

ん
求ぐ

精し
ょ
う

進じ
ん

の
彼
岸
の
境
地
」
と
い
う
、
深
淵
だ

が
的
を
外
し
た
「
渋
い
」
の
定
義
が
ま
ず
遠
藤
に

よ
っ
て
な
さ
れ
、
そ
れ
が
「
考
え
抜
い
た
こ
と
へ

の
ご
褒
美
」
へ
と
、
不
自
然
に
英
訳
さ
れ
た
（
遠

藤
自
身
に
よ
っ
て
？
）
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。

前
回
に
は
ま
た
、
こ
の
遠
藤
提
唱
説
の
傍
証
で

あ
り
、
か
つ
新
た
な
謎
を
呼
ぶ
事
実
と
し
て
、
同

じ
１
９
２
０
年
代
半
ば
ご
ろ
に
、
遠
藤
の
同
世
代

で
あ
る
哲
学
者
、
九
鬼
周
造
も
「
渋
味
」
に
美
学

的
な
定
義
を
試
み
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
（『「
い

き
」
の
構
造
』
草
稿
以
後
）。

遠
藤
と
九
鬼
。
こ
の
二
人
が
時
を
同
じ
く
し
て

同
じ
言
葉
に
固
執
し
た
不
思
議
な
一
致
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
調
査
か
ら
も
う
少
し
詳
し
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

東
京
方
言
で
「
瀟サ

ツ
洒パ
リ

シ
テ
雅
」（『
言
海
』）
程

度
の
肯
定
的
意
味
を
も
つ
「
渋
い
」
に
は
、
も
と

も
と
宗
教
的
あ
る
い
は
哲
学
的
な
含
み
は
な
か
っ

た
。
そ
の
言
葉
を
と
ら
え
て
意
味
を
深
化
さ
せ
た

遠
藤
と
九
鬼
は
、
と
も
に
１
８
８
０
年
代
末
の
生

ま
れ
で
あ
る
。
彼
ら
が
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
の

同
時
期
（
一
九
一
〇
年
前
後
）
に
東
京
帝
国
大
学

に
学
び
、
そ
こ
で
そ
の
街
の
消
費
文
化
に
触
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
お
そ
ら
く
重
要
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
「
渋
い
」
は
、
20
代
の
青

年
向
け
の
ポ
ッ
プ
な
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
し
い
。
呉
服
屋
の
三
越
が
「
デ
パ

ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
宣
言
」
を
行
い
、
日
本
初
の

百
貨
店
と
な
っ
た
の
は
１
９
０
４
年
の
こ
と
。
そ

の
Ｐ
Ｒ
誌『
み
つ
こ
し
タ
イ
ム
ス
』（
１
９
０
８
〜
）

の
売
り
文
句
に
「
渋
い
」
と
い
う
言
葉
が
頻
出
す

る
の
で
あ
る
（
図
１
、
２
）。

ポッ
プ
な
キ
ャッ
チ
コ
ピ
ー
か
ら

脱
装
飾
の
美
学
用
語
へ

無
論
、こ
の
Ｐ
Ｒ
誌
の
な
か
で
用
い
ら
れ
る「
渋

い
」
は
「
瀟サ

ツ
洒パ
リ

シ
テ
雅
」
と
い
う
く
ら
い
の
意
味

で
あ
る
。
加
え
て
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、

『
み
つ
こ
し
タ
イ
ム
ス
』
の
な
か
で
は
、
こ
の
言

葉
が
図
柄
、
つ
ま
り
装
飾
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て

い
た
こ
と
、
特
に
20
代
後
半
の
「
若
奥
様
方
」
に

向
け
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
そ
れ
は
、
呉
服
屋
を
前
身
と
す
る
百
貨

店
の
、
直
接
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
向
け
た
言
葉
だ

っ
た
。「
茶
地
へ
光
琳
の
千
鳥
を
広
東
縞
に
て
現

は
し
其
上
に
芒

す
す
き

桔き

梗き
ょ
う

等
の
秋
草
模
様
を
縫
ひ
取

り
の
如
く
に
現
は
し
た
る
極
め
て
渋
き
も
の
」、

「
広
東
縞
入
り
の
綴
縮
緬
へ
蔦
模
様
を
あ
し
ら
ひ

た
る
渋
き
柄
」
│
│
。
色
や
図
柄
の
テ
ー
マ
は
ぱ

っ
と
見
て
印
象
的
な
も
の
で
は
な
く
、
簡
素
な
繰

り
返
し
の
パ
タ
ー
ン
だ
が
、
そ
の
な
か
に
も
デ
ザ

イ
ン
上
の
ア
イ
デ
ア
が
光
っ
て
い
る
も
の
が
「
渋

い
」
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

「
稍や

や
粋
」
と
も
同
義
で
使
わ
れ
た
こ
の
用
語
法

（
た
と
え
ば
図
２
右
の
綴
縮
緬
丸
帯
）
は
、
辞
書

的
に
は
「
は
で
で
な
く
落
ち
着
い
た
趣
が
あ
る
」

（『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
』）
と
定
義
さ
れ
る
、
現
在

の
「
渋
い
」
の
感
覚
と
も
合
致
し
つ
つ
も
多
少
の

違
和
感
を
覚
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
文
脈
で

は
柄
入
り
が
前
提
で
あ
り
、
無
地
の
「
渋
い
」
は

ほ
ぼ
あ
り
え
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
肯
定
的
な
意
味
で
の
日
本
語
の

「
渋
い
」
は
、『
み
つ
こ
し
タ
イ
ム
ス
』
の
刊
行
あ

た
り
か
ら
よ
く
活
字
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
い
ま
だ
物
証
に
は
乏
し
い
が
、
そ
れ

か
ら
の
約
15
年
間
を
、
こ
の
東
京
方
言
が
国
内
に

よ
り
広
い
認
知
を
得
、
あ
る
い
は
世
界
語
化
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
前
史
と
み
な
し
て
お
く
。

こ
の
段
階
を
経
て
、「
渋
い
」
あ
る
い
は
借
用
語

の
「
シ
ブ
イ
」
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
竣
工
を
境
に
明

確
に
美
学
用
語
化
し
は
じ
め
る
。

そ
の
新
た
な
現
象
の
一
翼
を
担
っ
た
遠
藤
と
九

鬼
は
当
時
30
代
半
ば
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
建
築
家

や
哲
学
者
と
し
て
立
た
ん
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成

期
に
あ
た
る
。
彼
ら
が
「
渋
い
」
に
着
目
し
た
の

は
、
こ
れ
か
ら
世
間
に
売
っ
て
出
る
た
め
の
武
器

と
し
て
、
若
い
こ
ろ
に
よ
く
目
に
し
耳
に
し
た
ポ

ッ
プ
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
自
ら
の
学
問
領
域
に

引
き
寄
せ
、
そ
の
定
義
を
深
化
さ
せ
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。

そ
の
深
化
は
「
渋
い
」
の
脱
装
飾
化
と
も
約
言

で
き
る
。
九
鬼
が『
言
海
』を
参
照
し
な
が
ら「
瀟

洒
」
や
「
ク
ス
ミ
テ
イ
キ
（
く
す
み
て
粋
）」
と

い
う
類
語
の
存
在
に
触
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
遠

藤
に
よ
る
高
度
に
宗
教
的
な
定
義
は
そ
の
あ
ら
わ

れ
だ
と
み
ら
れ
る
。

えもと・ひろし
建築史家・建築家
明石工業高等専門学校 准教授 
専門は近現代建築史
著書『歴史の建設─アメリカ近代建築論壇
　　 とラスキン受容』
共著『建築をあたらしくする言葉』（【歴史】）
訳書『調和にむかって─ル・コルビュジエ
　　 の思想と国立西洋美術館』ほか
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帝
国
ホ
テ
ル
か
ら
は
じ
ま
る

「
シ
ブ
イ
」世
界
戦
略

し
か
し
日
本
人
に
よ
る
こ
う
し
た
試
み
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
と
日
本
語
と
し
て
の
「
渋
い
」
は

そ
の
後
、
美
学
用
語
化
の
道
は
た
ど
ら
な
か
っ
た
。

対
し
て
借
用
語
の
「
シ
ブ
イ
」
は
、
大
正
末
よ
り

急
速
に
美
学
用
語
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
て
い
っ

た
。そ

の
立
役
者
は
外
で
も
な
い
ラ
イ
ト
で
あ
る
。

「
シ
ブ
イ
」
は
、
師
の
サ
リ
ヴ
ァ
ン
に
よ
る
曖
昧

な
定
義
の
直
後
か
ら
、
ラ
イ
ト
自
身
の
宣
伝
戦
略

の
な
か
で
、
た
だ
ち
に
美
学
用
語
と
し
て
の
定
義

の
洗
練
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
１
９
２
０

年
代
半
ば
か
ら
３
０
年
代
初
頭
の
わ
ず
か
５
年
あ

ま
り
の
あ
い
だ
に
、
欧
米
の
新
世
代
建
築
家
た
ち

の
広
い
認
知
を
獲
得
す
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。帝

国
ホ
テ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
国
外
に
ラ
イ
ト
が

実
現
さ
せ
た
最
初
の
大
作
と
い
う
意
味
で
、
そ
の

後
の
彼
が
「
世
界
的
建
築
家
」
と
し
て
の
キ
ャ
リ

ア
を
歩
む
上
で
の
転
換
点
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に

ラ
イ
ト
は
、
こ
の
作
品
を
用
い
た
宣
伝
戦
略
に
力

を
注
い
だ
。

そ
れ
は
自
身
の
建
築
観
を
世
間
に
再
ア
ピ
ー
ル

す
る
絶
好
の
機
会
だ
っ
た
。
そ
こ
で
名
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
の
ラ
イ
ト
が
、
み
ず
か
ら
の
た
め

に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
が
「
シ
ブ
イ
」
だ
っ
た
。

日
本
人
以
上
に
日
本
の
美
を
理
解
し
、
か
つ
、
当

地
に
世
界
的
傑
作
を
設
計
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
建

築
家
、
と
い
う
自
己
イ
メ
ー
ジ
。
そ
の
拡
散
に
と

っ
て
、
外
国
人
に
耳
新
し
く
、
日
本
語
で
さ
え
未

定
義
の
曖
昧
語
は
、
自
身
の
建
築
観
を
自
由
に
育

て
ら
れ
る
未
耕
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
宣
伝
戦
略
は
た
ち
ま
ち
功
を
奏
し
た
。
ラ

イ
ト
が
育
て
る
「
シ
ブ
イ
」
は
当
初
よ
り
世
界
の

目
に
触
れ
、
も
っ
ぱ
ら
彼
の
定
義
を
通
じ
て
理
解
、

鑑
賞
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
言
葉
は
、

ラ
イ
ト
の
自
己
宣
伝
の
枠
の
外
に
お
い
て
も
、
新

し
い
、
建
築
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
促
進
剤
の
役
割

を
果
た
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
初
期
の
ラ
イ
ト
も
そ
の
影
響
下
に
あ

っ
た
絵
画
・
工
芸
分
野
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
は
、
20

世
紀
初
頭
に
は
衰
微
し
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
お
よ

そ
20
年
を
経
た
こ
の
建
築
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
は
、

欧
米
の
ラ
イ
ト
・
ブ
ー
ム
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て

い
る
。
こ
の
と
き
ラ
イ
ト
が
宣
伝
し
た
「
日
本
」

は
当
時
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
建
築
家
た
ち
の
支
持
す
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
、
さ
ら
に
は
現
在
に
ま
で
い
た
る
影
響

を
の
こ
す
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

拒
絶
反
応
の
先
の

神
秘
と
静
寂

こ
の
ラ
イ
ト
の
世
界
戦
略
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の

は
、
１
９
２
５
年
に
オ
ラ
ン
ダ
の
前
衛
美
術
誌

『
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ン
ヘ
ン
』
で
組
ま
れ
た
特
集
で
あ

る
。
こ
れ
は
「
シ
ブ
イ
」
に
託
し
た
彼
の
建
築
理

念
が
国
際
的
に
広
が
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た

（
図
３
）。
も
と
も
と
オ
ラ
ン
ダ
の
建
築
界
は
20
世

紀
初
頭
か
ら
ラ
イ
ト
に
着
目
し
て
い
た
が
、
帝
国

ホ
テ
ル
竣
工
に
と
も
な
う
第
二
の
ラ
イ
ト
・
ブ
ー

ム
は
、
か
つ
て
は
無
か
っ
た
日
本
文
化
受
容
へ
の

積
極
性
に
お
い
て
特
筆
さ
れ
る
。

こ
こ
で
ラ
イ
ト
は
、
師
の
サ
リ
ヴ
ァ
ン
が
は
じ

め
用
い
て
広
め
た
「
シ
ブ
イ
」
を
い
わ
ば
奪
い
と

る
か
た
ち
で
、
自
己
宣
伝
に
役
立
て
た
。

前
回
示
し
た
通
り
、
そ
も
そ
も
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の

帝
国
ホ
テ
ル
評
は
、
す
ぐ
さ
ま
オ
ラ
ン
ダ
の
建
築

系
雑
誌
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。「
シ
ブ
イ
」
も
こ

の
と
き
は
じ
め
て
オ
ラ
ン
ダ
の
建
築
界
に
受
容
さ

れ
た
。

と
は
い
え
そ
の
言
葉
が
ど
う
い
う
意
味
な
の
か

は
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
定
義
か
ら
は
判
然
と
せ
ず
、
さ

ら
な
る
解
説
が
必
要
な
状
況
で
は
あ
っ
た
。
今
回

の
『
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ン
ヘ
ン
』
特
集
は
そ
の
約
１
年

後
の
刊
行
で
あ
り
、
７
分
冊
中
の
第
５
巻
が
、
そ

の
よ
う
な
疑
問
に
応
ず
る
が
ご
と
く
の
構
成
と
さ

れ
た
。
こ
こ
で
は
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
の
帝
国
ホ
テ
ル

評
全
文
が
再
掲
さ
れ
、
続
く
「
帝
国
ホ
テ
ル
に
か

ん
す
る
諸
事
実
」
と
題
す
る
無
記
名
の
批
評
文
に

よ
り
語
義
が
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
匿
名

記
事
は
、
現
在
は
ラ
イ
ト
の
寄
稿
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
て
い
る
。

こ
の
自
作
自
演
に
よ
る
「
シ
ブ
イ
」
の
再
定
義

は
大
き
く
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
と
い
う
の
も

ラ
イ
ト
に
は
、
こ
の
言
葉
の
中
核
的
な
定
義
を
行

う
前
段
階
と
し
て
、
そ
の
言
葉
を
負
わ
せ
る
べ
き

帝
国
ホ
テ
ル
の
、
一
見
し
て
怪
異
な
外
観
に
対
す

る
、
見
手
の
拒
否
感
を
和
ら
げ
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
が
二
段
階
の
定
義
の
第
一
段
階

で
あ
る
。
こ
こ
に
該
当
箇
所
を
和
訳
（
拙
訳
、
以

下
同
）
す
る
が
、
こ
こ
で
の
定
義
は
、
読
み
よ
う

に
よ
っ
て
は
ず
い
ぶ
ん
と
言
い
訳
め
い
て
い
る
。

図2  「渋き」柄の宣伝記事

図1  『みつこしタイムス』第1巻11月号表紙（1908）



January 2025  Kyoto Dayori   8

最
初
は
拒
絶
反
応
が
で
る
か
も
し
れ
な
い
作
品

に
も
目
を
背
け
な
い
で
ほ
し
い
。
も
っ
と
じ
っ
く

り
見
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
何
度
も
訪
れ
れ
ば
良
い

と
こ
ろ
も
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
哀

願
が
込
め
ら
れ
た
定
義
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
記
述
か
ら
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
は
重
々

し
い
、
奇
怪
で
あ
る
、
と
い
っ
た
印
象
を
抱
か
れ

る
こ
と
に
、
ラ
イ
ト
自
身
も
竣
工
当
初
か
ら
自
覚

的
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
の
彼
は
、
そ

う
し
た
印
象
を
「
優
雅
さ
」
や
「
近
代
性
」
へ
と

逸
ら
す
レ
ト
リ
ッ
ク（
ト
リ
ッ
ク
）の
中
心
に「
シ

ブ
イ
」
を
利
用
し
た
の
だ
っ
た
。「
初
見
に
は
ゴ

ツ
イ
が
、
本
質
的
に
は
優
美
で
あ
り
近
代
的
な
の

だ
」
│
│
そ
う
伝
え
た
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
迂
遠
な
語
り
口
は
、
日
本
人
に
よ

る
「
渋
い
／
シ
ブ
イ
」
の
定
義
に
さ
え
混
乱
を
生

み
だ
し
た
よ
う
で
あ
る
。
前
回
紹
介
し
た
『
日
本

と
ジ
ャ
ズ
』（
上
野
田
節
男
、
一
九
三
〇
）
で
は
、

帝
国
ホ
テ
ル
は
重
厚
さ
や
グ
ロ
テ
ス
ク
さ
こ
そ
が

シ
ブ
イ
、
と
評
さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
上
野
田

は
こ
の
『
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ン
ヘ
ン
』
特
集
に
も
目
を

通
し
て
お
り
、
匿
名
寄
稿
者
ラ
イ
ト
に
よ
る
定
義

を
、
曲
解
含
み
で
受
け
売
り
に
し
た
の
だ
っ
た
。

閑
話
休
題
。
そ
れ
で
は
、
ラ
イ
ト
が
語
る
通
り

に
帝
国
ホ
テ
ル
の
美
が
「
慣
れ
親
し
ん
で
は
じ
め

て
自
己
主
張
し
て
く
る
」
も
の
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
そ
の
美
と
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。

そ
れ
が
二
段
階
の
定
義
の
第
二
段
階
に
し
て
、
彼

が
こ
こ
で
伝
え
た
か
っ
た
本
質
で
あ
る
。
ラ
イ
ト

は
続
け
る
（
太
線
部
は
原
文
大
文
字
）。

「
神
秘
的
」
で
あ
り
「
静
寂
」
な
も
の
。
こ
の

定
義
も
い
ま
だ
不
明
瞭
で
は
あ
る
。
し
か
し
そ
こ

に
は
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
に
よ
る
「
シ
ブ
イ
」
の
定
義

の 

〝contem
plation

〞
を
禅
的
な
「
瞑
想
」
の

意
味
へ
と
振
り
つ
つ
、
遠
藤
に
よ
る
定
義
―
―
欣

求
精
進
の
彼
岸
の
境
地
―
―
で
達
成
さ
れ
る
べ
き
、

建
築
表
現
の
具
体
に
踏
み
込
む
意
思
が
あ
る
。
サ

リ
ヴ
ァ
ン
の
い
う
「
ご
褒
美
（rew

ard

）」
と
は
、

建
築
に
結
果
と
し
て
そ
な
わ
る
神
秘
性
で
あ
り
静

寂
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
れ
が
、
以
後
の
ラ
イ
ト
が
突
き
詰
め
る
ほ
う

の
「
シ
ブ
イ
」
の
基
本
義
で
あ
る
。
こ
れ
を
さ
ら

に
洗
練
さ
せ
た
ラ
イ
ト
の
記
名
に
よ
る
定
義
は
、

帝
国
ホ
テ
ル
に
対
す
る
「
最
初
の
拒
絶
反
応
」
の

ほ
と
ぼ
り
が
冷
め
た
こ
ろ
、
じ
き
に
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

シ
ブ
イ
に
託
し
た

ハ
デ
な
再
起
動

ラ
イ
ト
に
よ
る
「
シ
ブ
イ
」
の
定
義
の
精
緻
化

の
過
程
が
、
ま
ず
師
の
サ
リ
ヴ
ァ
ン
と
い
う
親
し

い
他
人
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
（
お
そ
ら
く
、
そ
う

な
る
よ
う
に
仕
向
け
）、
次
に
米
国
で
も
日
本
で

も
な
い
遠
隔
地
の
メ
デ
ィ
ア
で
、
さ
ら
に
匿
名
で

な
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
彼
の
狡
猾
さ
を
垣
間

見
る
。

こ
の
過
渡
期
を
経
て
、「
シ
ブ
イ
」
の
定
義
が

ラ
イ
ト
の
な
か
で
完
成
を
迎
え
る
の
は
１
９
３
０

年
。
そ
れ
は
還
暦
過
ぎ
の
ラ
イ
ト
が
建
築
理
論
家

と
し
て
い
よ
い
よ
脂
の
乗
り
は
じ
め
た
時
期
、
相

次
ぐ
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
や
家
庭
問
題
に
け
り
が
つ
き
、

米
国
内
で
の
評
価
も
回
復
し
て
き
た
こ
ろ
の
こ
と

で
あ
る
。
建
築
家
と
し
て
は
、
落
水
荘
（
１
９
３

４
│
３
７
）
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
第
２
の
黄
金

期
の
前
夜
に
あ
た
る
。

こ
の
転
換
期
を
画
す
る
一
連
の
事
業
の
ひ
と
つ

が
、
件
の
年
に
名
門
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
招
聘

さ
れ
て
行
っ
た
連
続
講
義
と
、
そ
れ
と
連
動
し
た

1
年
半
を
か
け
た
国
際
巡
回
展
、
そ
し
て
そ
の
国

際
巡
回
展
の
終
わ
り
ご
ろ
に
位
置
づ
く
、
プ
リ
ン

ス
ト
ン
講
義
を
ま
と
め
た
『
モ
ダ
ン
・
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
ー
』（
１
９
３
１
年
末
）
の
出
版
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
ま
さ
し
く
、「
世
界
的
建
築
家
」
ラ
イ

ト
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
が
、
母
国
も
含
め
た
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
広
が

り
を
持
ち
は
じ
め
る
た
め
の
重
要
な
ス
タ
ー
ト
地

点
だ
っ
た
。

こ
こ
で
ラ
イ
ト
は
満
を
持
し
て
、
自
身
の
記
名

に
よ
る
「
シ
ブ
イ
」
の
定
義
を
印
刷
に
か
け
た
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
彼
は
連
続
講
義
用
の
草
稿

の
ほ
か
に
、
配
布
用
に
「
有
機
的
建
築
に
関
す
る

し
か
し
優グ
レ
美ー
ス
さ
と
近モ
ダ
ニ
テ
ィ

代
性
を
備
え
つ
つ
も
、
帝

国
ホ
テ
ル
に
は
原
初
的
な
も
の
の
力
強
さ
が
あ
り
、

始
原
を
思
い
お
こ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
帝
国
ホ

テ
ル
の
質
は
日
本
人
の
言
う
「
シ
ブ
イ
」
で
あ
る
。

最
初
は
嫌
い
だ
と
思
う
が
、
再
訪
し
て
み
る
と
興

味
が
引
か
れ
、
さ
ら
に
も
う
一
度
訪
れ
た
と
き
に

は
目
が
見
は
じ
め
る
。
そ
し
て
十
度
目
に
訪
れ
る

こ
ろ
に
は
好
き
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
の
言

葉
は
英
語
に
は
な
い
。「
シ
ブ
イ
」
と
は
、
慣
れ

親
し
ん
で
は
じ
め
て
美
と
し
て
自
己
主
張
し
て
く

る
特
質
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

シ
ブ
イ
！　
そ
の
神ミ

ス
テ
リ
ア
ス

秘
的
で
、
静ク
ワ
イ
エ
ッ
ト寂
な
も

の
。
│
│
東
洋
の
表
層
の
下
に
潜
む
、
東
洋
の
魂

の
深
奥
に
宿
る
も
の
。
│
│
西
洋
が
ま
だ
知
ら
な

い
、
は
る
か
昔
か
ら
培
わ
れ
た
経
験
の
果
実
。
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
が
ひ
ざ
ま
ず
い
て
乞
い
、
己
を
高

め
る
べ
く
そ
の
精
神
を
吸
い
込
む
べ
き
も
の
。

我
々
に
は
こ
の
、
現
実
を
探
求
す
る
謙
虚
な
者
た

ち
の
財
産
に
匹
敵
す
る
資
質
は
な
い
。

図3  『ウェンディンヘン』ライト特集号（1925）

図4  『フランク・ロイド・ライトの現代建築講義』（2009）
原書1931年。見返しにライトのマニフェストが原文で掲載されている。



9   Kyoto Dayori  January 2025

現
代
的
諸
観
念
」
と
題
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
原
稿

を
準
備
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

は
書
籍
版
の
見
返
し
部
分
に
も
採
用
さ
れ
た
が
、

そ
の
な
か
で
彼
の
「
シ
ブ
イ
」
論
は
、
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
の
重
要
な
位
置
（
裏
表
紙
見
返
し
最
上
）

に
置
か
れ
た
。

こ
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
講
義
は
『
フ
ラ
ン
ク
・
ロ

イ
ド・ラ
イ
ト
の
現
代
建
築
講
義
』（
山
形
浩
生
訳
、

白
水
社
）（
図
４
）
と
し
て
２
０
０
９
年
に
よ
う

や
く
邦
訳
さ
れ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
部
分
だ
け
は
英
語
原
文
の
ま
ま
印
刷
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
見
返
し
部
分
は

デ
ザ
イ
ン
と
み
な
し
、
原
書
の
美
し
い
装
丁
に
敬

意
を
は
ら
う
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

と
同
時
に
、
そ
の
散
文
詩
の
よ
う
な
ア
フ
ォ
リ

ズ
ム
群
は
、
独
自
の
文
体
や
哲
学
的
内
容
、
使
わ

れ
る
言
葉
の
多
義
性
が
あ
い
ま
っ
て
、
翻
訳
が
き

わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
特
に
ラ
イ
ト
に
よ
る
「
シ

ブ
イ
」
の
解
説
箇
所
は
そ
の
極
み
な
の
だ
が
、
た
め

し
に
筆
者
に
よ
る
対
訳
を
掲
載
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
、
よ
り
解
像
度
の
高
い
「
シ
ブ
イ
」
の
定

義
で
気
に
と
め
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
言
葉
が

特
に
建
築
に
関
す
る
表
現
だ
と
断
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
日
本
語
に
お
け
る
「
渋
い
」
は
、
特

別
に
建
築
を
形
容
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
以
前
に
も
以
後
に
も
、
現
在
に
い
た
る
ま
で

な
い
。
対
し
て
借
用
語
の
「
シ
ブ
イ
」
は
、
そ
の

は
じ
ま
り
か
ら
建
築
を
形
容
し
た
。
そ
れ
が
、
こ

の
ラ
イ
ト
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
も
っ
て
明
確
に
、

建
築
こ
そ
を
形
容
す
る
言
葉
と
し
て
世
界
に
広
ま

り
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
ラ
イ

ト
が
唱
道
す
る
「
有

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー

機
的
建
築
」
の
本
質
に

関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
こ
の
認
識
の
伝
播
の
ス
ピ
ー
ド
に
も

驚
か
さ
れ
る
。
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
ア
メ
リ
カ

で
出
版
さ
れ
た
の
は
、
先
に
示
し
た
通
り
１
９
３

１
年
の
末
の
こ
と
。
一
方
、
前
年
５
月
の
プ
リ
ン

ス
ト
ン
講
義
と
踵
を
接
し
て
、
ド
イ
ツ
の
前
衛
建

築
誌
『
デ
ィ
ー・
フ
ォ
ル
ム
』
の
７
月
号
は
す
で
に
、

こ
れ
を
英
独
対
訳
で
掲
載
し
て
い
る
（
図
５
）。
ラ

イ
ト
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
完
成
と
ほ
ぼ
同
時
に
、

現
地
の
編
集
者
に
そ
れ
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
根
回
し
の
早
さ
は
、
翌
年
に
ベ
ル
リ
ン
を
巡

回
す
る
個
展
の
た
め
の
先
手
だ
ろ
う
。

同
時
に
、
そ
れ
が
ド
イ
ツ
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
建
築

家
た
ち
の
日
本
熱
の
着
火
剤
と
し
て
も
働
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
、『
デ
ィ
ー
・
フ
ォ
ル
ム
』
が
、
そ

の
翌
年
か
ら
日
本
建
築
に
関
す
る
記
事
を
よ
く
掲

載
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
推
し
量
れ
る
。

「
桂
離
宮
＝
シ
ブ
イ
」
と
い
う
連
想
の
形
成
を

追
い
か
け
る
こ
の
連
載
で
、
こ
の
２
回
分
に
関
し

て
は
桂
離
宮
受
容
の
ほ
う
に
触
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
桂
離
宮
の

建
築
群
が
日
本
の
国
内
外
で
着
目
さ
れ
、
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
１
９
２
０
年
代
末
以
降
の

こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
特
に
国
外
の
建
築
界
で
桂

離
宮
の
存
在
が
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
１

９
３
０
年
代
初
頭
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
最
初
期
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
の
が
ま

さ
し
く
、
ラ
イ
ト
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
載
し
た

の
ち
の
『
デ
ィ
ー・
フ
ォ
ル
ム
』
誌
な
の
だ
っ
た
。

し
か
し
そ
こ
で
も
「
シ
ブ
イ
」
と
桂
離
宮
は
ま

だ
交
わ
ら
ず
、
両
者
の
受
容
は
し
ば
ら
く
平
行
線

を
辿
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
次
回
は
、
１
９
３

０
年
代
を
舞
台
に
桂
離
宮
受
容
の
視
点
か
ら
世
界

を
見
渡
し
、
戦
間
期
の
、
混
乱
を
き
わ
め
た
建
築

の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
諸
相
に
補
助
線
を
引
い
て
い

き
た
い
。「
シ
ブ
イ
」
の
国
際
受
容
の
種
を
蒔
き
お

え
た
ラ
イ
ト
に
は
こ
こ
で
退
場
し
て
も
ら
い
、
次

回
は
ふ
た
た
び
日
本
人
の
論
客
に
焦
点
を
あ
て
る
。

そ
し
て
よ
う
や
く
、
舞
台
に
京
都
が
登
場
す
る
。 

 

（
つ
づ
く
）

※
謝
辞

百
貨
店
広
告
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ

ス
ム
研
究
者
サ
ス
キ
ア
・
ト
ゥ
ー
レ
ン
氏
の
ご
教

示
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
講
義
実
現

の
時
系
列
や
配
布
物
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
ラ
イ

ト
研
究
者
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ス
ミ
ス
氏
の
ご
教
示
を

賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
日
本
語
試
訳
）

シ
ブ
イ
と
は
、
建
築
に
お
け
る
深
い
静
寂
を
表
す

日
本
語
で
あ
る
。
こ
の
静
寂
は
、
そ
の
本
質
を

知
ろ
う
と
努
め
て
は
じ
め
て
実
感
さ
れ
る
。

…
…
そ
れ
は
静
け
さ
そ
の
も
の
以
上
に

と
ら
え
が
た
い
、
深
遠
な
感
情
の
証
し
で
あ
る
。

建
築
に
込
め
ら
れ
た
人
間
の
魂
の
、
と
り
わ
け

有
機
的
建
築
に
属
す
る
最
高
の
果
実
が

そ
こ
に
は
あ
る
。

（〝MODERN CONCEPTS CONCERNING AN ORGANIC ARCHITECTURE〟 原文 抄）

■ SHIBUI IS A JAPANESE WORD FOR DEEP QUIET IN 
ARCHITECTURE, QUIET REQUIRING STUDIOUS ACQUAINTANCE
BEFORE REALIZED.... A MORE SUBTLE EVIDENCE OF
PROFOUND FEELING THAN REPOSE ITSELF. THEREIN LIES THE
HIGHEST FRUIT OF THE HUMAN SOUL IN ARCHITECTURE
BELONGING ESPECIALLY TO ORGANIC ARCHITECTURE.図5  『ディー・フォルム』（1930年7月前半号）
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報
　 

告

伏
木
道
雄

細
見
建
司

令
和
４
年
度　
全
国
ま
ち
づ
く
り
委
員
長
会
議

第
２
回 

す
べ
て
の
建
築
士
の
た
め
の
総
合
研
修

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

研
修
委
員
会

Fri

3/10
Fri

3/17

Sat

3/11

20232023

﹇
実
施
場
所
﹈

東
京

﹇
結
果
報
告
﹈

全
日
程
／
二
日
間
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
初
日

／
10
日
は
、
谷や

中な
か

と
千せ
ん

住じ
ゅ

に
て
「
ま
ち
づ
く
り
活

動
」
を
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
、
ま
ち

歩
き
し
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

谷
中
は
戦
災
を
逃
れ
た
た
め
、
商
店
街
、
寺
社
、

住
宅
等
が
残
っ
て
お
り
、
昭
和
の
東
京
に
タ
イ
ム

﹇
実
施
場
所
﹈

W
E
B
（
Z
O
O
M
）

﹇
結
果
報
告
﹈

建
築
士
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
木
の
文
化

を
大
切
に
す
る
建
築
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
を

受
け
て
、
テ
ー
マ
を
「
木
に
な
る
未
来
・
持
続
可

能
な
建
物
を
考
え
る
」
と
し
て
、
従
来
、
木
造
で

は
で
き
な
か
っ
た
規
模
の
建
物
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
事
例
な
ど
も
交
え
て
、
設
計
と
施
工
の
立
場

で
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
、
集
成
材
や
C
L
T
を
使
っ
た

木
造
を
得
意
と
す
る
施
工
会
社
、
ま
た
環
境
な
ど

ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
下
町
で
す
。

千
住
は
、
街
並
み
こ
そ
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

黒
漆
喰
外
壁
（
伝
統
工
法
）
で
高
い
天
井
の
毛
糸

屋
さ
ん
等
が
残
っ
て
お
り
、
当
時
の
商
店
街
の
街

並
み
が
、
推
測
さ
れ
ま
し
た
。
見
学
後
、
講
演
会

場
（
お
茶
の
水
）
に
戻
り
、「
細
街
路
を
味
わ
い

な
が
ら
、
安
全
確
保
を
模
索
す
る
谷
中
の
ま
ち
づ

く
り
」、「
古
民
家
を
活
用
・
発
信
し
、
人
が
集
ま

る
谷
中
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
空
家
活
用
を
促
進
す

に
配
慮
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
住
設
メ
ー
カ
ー
か

ら
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
後
の
木
造
建
築

の
可
能
性
を
感
じ
る
学
び
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
設
え
を
受
け
て
、
オ
ー
ル
W
E
B
と
言

う
形
が
確
立
で
き
た
と
感
じ
ま
す
。
今
回
は
他
府

県
の
離
れ
た
と
こ
ろ
（
群
馬
県
）
か
ら
の
参
加
も

実
現
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
参
加
周
知
や
広
報

と
言
う
面
で
、
ま
だ
活
発
な
参
加
に
は
繋
げ
ら
れ

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
次
回
は
も
っ
と
早

く
よ
り
広
い
形
で
参
加
を
募
る
形
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

る
千
住
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
者
（
東
京
都
建
築
士
会
会
員
）
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

N
P
O
法
人
を
運
営
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

と
、
事
業
主
と
し
て
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
、
空
き

家
を
利
活
用
し
「
ま
ち
」
に
溶
け
込
み
な
が
ら
企

画
・
設
計
・
工
事
を
行
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
２

件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
／
11
日
は
、
会
場
を
建
築
会
館
に
移
し

て
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
部
会
・
歴
史
ま
ち
づ
く
り

部
会
・
景
観
ま
ち
づ
く
り
部
会
・
福
祉
ま
ち
づ
く

り
部
会
・
街
中
（
空
き
家
）
ま
ち
づ
く
り
部
会
・

木
の
ま
ち
づ
く
り
部
会
の
６
部
会
に
分
か
れ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
で
意
見
交
換

と
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ま
ち
づ
く

り
委
員
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク

活
動
報
告
に
参
加
し
ま
し
た
。
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江
坂
幸
典

冨
山
育
子

建
築
ま
ち
あ
る
き 

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

藤
井
厚
二
・
八
木
邸
、枚
方
宿
の
町
並
み
と
鍵
屋
資
料
館 

見
学
会

運
営
委
員
会

女
性
部
会

Sun

3/19
Tue
（祝）

3/21
20232023

﹇
実
施
場
所
﹈

京
都
大
学 

吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス

﹇
結
果
報
告
﹈

広
報
ス
タ
ー
ト
が
遅
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
な

か
な
か
集
客
が
で
き
ず
、
急
遽
会
員
も
参
加
可
能

と
変
更
を
し
ま
し
た
。

『
建
築
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
』
第
一
弾
で
、
も
う
少

し
準
備
に
時
間
を
か
け
ら
れ
た
ら
良
か
っ
た
と
反

省
で
す
。

当
日
は
天
候
も
良
く
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は

気
持
ち
良
く
京
都
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
探
索
し
て

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

﹇
実
施
場
所
﹈

香
里
園
八
木
邸
、
枚
方
宿
鍵
屋
資
料
館

﹇
結
果
報
告
﹈

昭
和
初
期
の
エ
ア
コ
ン
が
普
及
し
て
い
な
か
っ

た
時
代
に
様
々
な
工
夫
に
よ
り
快
適
な
暮
ら
し
を

追
及
し
た
建
築
家
「
藤
井
厚
二
」
の
設
計
手
法
を

講
師
の
冨
家
氏
の
お
話
は
、
歩
き
出
す
前
に
資

料
を
見
な
が
ら
コ
ー
ス
予
定
と
事
前
の
解
説
が
あ

り
、
見
学
先
々
で
実
物
を
前
に
し
な
が
ら
の
説
明

だ
っ
た
の
で
、
よ
り
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

営
繕
組
織
と
し
て
始
ま
っ
た
京
都
大
学
の
建
築

設
計
。
建
築
部
と
し
て
山
本
治
兵
衛
、
武
田
五
一
、

大
倉
三
郎
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
も
デ
ザ
イ
ン
の
変

化
を
丁
寧
に
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
び
、
環
境
共
生
、
木
の
文
化
の
発
展
と
継
承
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
私
た
ち
の
日
常
業
務
や
社
会

活
動
に
た
い
へ
ん
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

人
気
の
高
い
建
築
家
で
あ
ら
れ
る
た
め
、
一
般

の
方
も
参
加
さ
れ
、
共
に
住
ま
い
を
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
京
街
道
の
枚
方
宿
と
し
て
、
ま
ち
な
み

整
備
が
進
む
エ
リ
ア
を
探
訪
し
、
街
路
や
公
園
整

備
、
電
線
の
地
中
化
、
町
並
み
景
観
整
備
、
文
化

財
の
保
全
と
活
用
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
置
、

定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
、
ガ
イ
ド
組
織
の
常
設
な
ど
、

多
角
的
に
手
法
を
活
用
す
る
本
気
を
感
じ
ま
し
た
。

（
一
社
）
京
都
府
建
築
士
会
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
海
道
五
十
三
次
の
ま

ち
づ
く
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
連
携
が
で
き

れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。
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日
々
本
屋
を
営
ん
で
い
る
と
、
本
と
い
う
の
は

著
者
の
一
方
的
な
表
現
で
は
な
い
の
だ
と
つ
く
づ

く
思
う
。

読
者
は
本
を
買
い
に
来
て
、
立
ち
読
み
し
、
吟

味
し
た
う
え
で
購
入
す
る
。
そ
の
後
に
は
短
く
て

も
数
時
間
、
長
け
れ
ば
数
週
間
、
時
に
数
ヶ
月
に

及
ぶ
時
間
を
、
そ
の
本
と
と
も
に
過
ご
す
こ
と
に

な
る
。
読
む
と
き
に
は
能
動
的
な
意
思
が
必
要
に

な
り
、
多
少
の
流
し
読
み
は
で
き
て
も
、
ネ
ッ
ト

動
画
を
流
し
見
す
る
の
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
高
い
集
中
力
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
読
書

の
時
間
と
空
間
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
本
と
い
う

メ
デ
ィ
ア
は
読
者
の
頭
の
な
か
に
再
現
さ
れ
る
。

そ
の
途
上
に
著
者
は
お
ら
ず
、
補
足
し
た
り
、
分

け
入
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
考
え

る
と
、
本
は
読
者
あ
り
き
、
読
者
主
体
の
世
界
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

本
を
つ
く
る
と
き
、
と
く
に
初
め
て
の
著
者
は
、

自
分
の
思
考
、
あ
る
い
は
経
験
、
知
恵
や
情
報
を

定
着
さ
せ
る
こ
と
に
躍
起
に
な
る
。
本
は
複
雑
な

事
象
を
受
け
止
め
て
く
れ
る
。
口
頭
で
は
語
り
尽

く
せ
な
い
余
談
か
ら
、
雑
誌
や
新
聞
で
取
捨
さ
れ

て
し
ま
う
細
部
ま
で
を
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
収
め

る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
。
た
だ
本
と
い
う
器
の

お
お
ら
か
さ
に
甘
え
、
読
者
を
想
定
し
な
い
状
態

で
本
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
い
。

そ
う
し
た
著
者
の
独
り
よ
が
り
、
自
己
満
足
、

排
泄
物
の
垂
れ
流
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
編
集

者
と
い
う
も
の
が
い
る
。
当
事
者
で
は
な
く
第
三

者
、
本
人
で
は
な
く
他
人
と
し
て
、
一
緒
に
本
を

つ
く
る
職
業
だ
。
自
身
を
客
観
視
す
る
こ
と
ほ
ど

難
し
い
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
他
者
で
あ

る
」
と
い
う
仕
事
が
存
在
し
て
い
る
。
編
集
者
は

最
初
の
読
者
と
な
り
、
曖
昧
な
筋
道
を
明
確
に
し

て
、
と
き
に
冷
徹
な
取
捨
選
択
を
お
こ
な
う
。
そ

の
先
に
そ
の
著
作
の
本
当
の
魅
力
が
浮
か
び
上
が

る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
私
自
身
も
編
集
者

と
し
て
い
く
つ
か
本
を
手
が
け
て
き
た
。『
青
華

│
伊
東
豊
雄
と
の
対
話
』
は
、
伊
東
を
父
と
仰
ぐ

建
築
家
・
大
西
麻
貴
が
、
３
年
ほ
ど
か
け
て
積
み

重
ね
た
対
話
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。
音
声
か
ら
の

文
字
起
こ
し
ま
で
を
大
西
自
身
が
行
っ
て
お
り
、

私
が
企
画
を
聞
い
た
時
点
で
ほ
と
ん
ど
の
原
稿
が

か
た
ち
に
な
っ
て
い
た
。
伊
東
に
対
す
る
想
い
を

感
じ
さ
せ
る
原
稿
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に

野
暮
っ
た
い
言
い
回
し
、
異
口
同
音
、
脈
絡
な
い

脱
線
も
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
た
。

私
は
迷
っ
た
。
読
者
に
な
に
を
届
け
る
べ
き
か
。

こ
の
冗
長
さ
や
読
み
づ
ら
さ
も
、
そ
の
人
ら
し
さ

と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
面
白

い
部
分
だ
け
選
び
取
り
、
滑
ら
か
に
つ
な
ぎ
合
わ

せ
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
二
人
の
距
離
感
、
か
け
合
い
の

魅
力
、
漂
う
空
気
の
よ
う
な
も
の
ま
で
切
り
捨
て

ら
れ
た
ら
、
本
の
価
値
は
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。

あ
げ
く
、
な
る
べ
く
削
ぎ
落
と
し
た
つ
も
り
だ
。

や
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
心
が
け
な
が
ら
。
一
言
一

句
、
一
段
落
あ
る
い
は
一
章
、
そ
し
て
全
体
を
、

行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
た

し
か
め
た
。
筋
は
描
け
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
人
物
は
浮
か
び
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
、
著
者
と
読
者
の

双
方
の
顔
色
を
伺
い
な
が
ら
、
今
日
も
私
は
原
稿

を
ま
と
め
て
い
る
。

（
西
尾
圭
悟　
編
集
者
／hoka books

店
主
）

京
都
府
の
北
東
に
位
置
す
る
舞
鶴
市
は
、
い
く

つ
か
の
地
域
に
分
か
れ
、
市
の
東
半
分
を
東
舞
鶴

と
呼
び
ま
す
。
舞
鶴
市
域
は
比
較
的
東
西
に
長
く
、

市
中
央
に
山
地
（
白
鳥
峠
）
が
あ
る
の
で
、
峠
を

基
準
に
東
西
を
明
確
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

城
下
町
と
し
て
栄
え
た
西
舞
鶴
と
は
歴
史
的
な
成

り
立
ち
が
異
な
り
ま
す
。

■
東
舞
鶴
の
成
り
立
ち

東
舞
鶴
は
明
治
時
代
に
な
る
ま
で
歴
史
の
表
舞

台
に
出
て
く
る
こ
と
は
少
な
く
、
西
舞
鶴
の
田
辺

城
を
中
心
と
し
た
田
辺
藩
に
属
す
る
い
く
つ
か
の

村
が
点
在
す
る
農
漁
村
で
し
た
が
、１
９
０
１（
明

治
34
）
年
に
海
軍
舞
鶴
鎮
守
府
の
設
置
に
よ
り
急

速
に
軍
港
都
市
へ
発
展
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
Ｊ
Ｒ
東
舞
鶴
駅
の
北
側
エ
リ
ア
は
１
９

０
３
（
明
治
36
）
年
に
碁
盤
の
目
状
に
整
備
さ
れ
、

住
宅
だ
け
で
な
く
商
店
や
飲
食
店
が
立
ち
並
び
、

地
元
住
民
だ
け
で
な
く
出
稼
ぎ
労
働
者
や
軍
港
関

係
者
で
熱
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

■
街
の
変
遷

鎮
守
府
設
置
後
の
東
舞
鶴
は
時
代
と
共
に
変
化

を
遂
げ
ま
す
。
２
度
の
世
界
大
戦
、
そ
の
間
の
世

界
恐
慌
、
軍
縮
会
議
等
の
影
響
に
よ
り
人
口
は
増

減
し
、
戦
後
は
海
上
自
衛
隊
の
基
地
と
し
て
一
定

の
規
模
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
軍
港
都
市
の
趣

は
色
褪
せ
人
口
も
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

■
街
の
課
題

明
治
後
期
に
整
備
さ
れ
た
街
路
は
現
在
の
都
市

交
通
に
は
合
わ
ず
、
道
幅
の
狭
い
一
方
通
行
の
道

が
多
く
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
熱
気
に
溢
れ
た
商

店
の
多
く
は
、
今
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
じ
ら
れ
賑

わ
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
問
題
と
し
て
、
市

街
地
を
南
北
に
分
断
す
る
形
で
Ｊ
Ｒ
線
及
び
東
舞

鶴
駅
が
東
西
に
配
置
さ
れ
た
た
め
、
南
北
の
交
通

が
線
路
に
よ
り
一
旦
止
め
ら
れ
る
形
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
駅
舎
及
び
線
路
の
高
架
化

と
市
街
地
整
備
に
よ
り
あ
る
程
度
解
消
さ
れ
ま
し

た
が
、
未
だ
南
北
を
往
来
で
き
る
幹
線
道
路
は
未

整
備
の
ま
ま
で
す
。

■
街
の
未
来
に
向
か
っ
て

舞
鶴
市
は
駅
周
辺
に
人
が
集
ま
る
街
造
り
を
目

指
し
て
お
り
（
舞
鶴
版
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
）、

街
の
規
模
と
し
て
も
是
非
推
進
し
て
ほ
し
い
と
期

待
し
ま
す
が
、
そ
れ
と
共
に
往
時
の
熱
気
と
は
一

味
違
う
、
住
民
の
想
い
が
必
要
で
す
。
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
等
で
そ
の
火
種
が
点
き
始
め
て
い

る
と
確
信
し
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
舞
鶴

舞
鶴
支
部

著者：大西麻貴
発行：o+h books、2022

舞
鶴
支
部　
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橋
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明けましておめでとうございます。
いつもの昨日と今日なれど、やはり
大晦日と元旦、となると気持ちが新た
になります。さて今年はどんな一年に
なるのだろう、するのだろう。
建築士会の活動の中で、今年度で40

周年を迎える女性部会は、2月に記念
式典を行います。式典では、講師をお
招きしての講演会とパネルディスカッ
ションを準備しており、この講演会は
女性部会の「女性」性を考え直すきっ
かけともなりそうです。すでに女性の
名を廃して青年部会として活動してい
る士会も数ある中で、京都もいずれは
そうなるのだろうとぼんやりと感じて
います。
しかし・・・「青年」って、男子を
指す言葉であるな、もっと相応しい言
葉はないものか。ジェンダーがフリー
なのかレスなのニュートラルなのか、
カタカナも難しい。ついつい、本質や
在りようを考える前に単語や言い回し
に引っ掛かりを感じて立ち止まってし
まうのは広報編集委員のクセのような
ものかもしれません。
顔の見えない黒

くろこ

衣の私たちは、でき
るだけ言葉を大切にしながら隔月の
「京都だより」をお届けしてまいります。
本年もよろしくお願いいたします。　 
 （松田容子）

発
行
人
●
山
領
　
正
　
編
集
委
員
長
●
黒
木
要
州
　
編
集
委
員
●
徳
光
都
妃
子
／
西
田
教
子
／
沼
田
俊
之
／
橋
本
光
生
／
堀
尾
智
子
／

松
田
容
子
／
森
重
幸
子
／
矢
谷
明
也 

デ
ザ
イ
ン
●
松
本
和
子
　
印
刷
●
サ
ン
ケ
イ
デ
ザ
イ
ン
㈱

薬
師
寺 

休や
す
み

ヶが

岡お
か

八
幡
宮

戸
田
建
設（
株
）大
阪
支
店
建
築
設
計
室　
林　
伸
昭

薬
師
寺
の
南
側
に
薬
師
寺
を
守
護
す
る
休
ヶ
岡

八
幡
宮
が
あ
る
。
平
安
時
代
の
寛
平
年
間
（
８
８

９
〜
８
９
8
）
に
別
当
の
栄
紹
大
法
師
が
薬
師
寺

の
鎮
守
と
し
て
、
僧
形
八
幡
・
神
功
皇
后
・
中
津

姫
命
を
宇
佐
八
幡
宮
か
ら
現
在
地
に
勧
請
し
た
。

休
ヶ
岡
と
い
う
地
名
は
、
貞
観
年
間
（
８
５
９
〜

８
７
７
）
に
奈
良
大
安
寺
の
行
教
和
尚
に
よ
っ
て

八
幡
大
神
が
大
安
寺
の
元
岩
清
水
八
幡
宮
に
勧
請

さ
れ
た
際
、
八
幡
大
神
が
休
息
さ
れ
た
地
で
あ
る

こ
と
に
由
来
す
る
。

社
殿
は
幾
度
か
の
天
災
・
人
災
に
よ
り
破
壊
・

焼
失
し
た
が
、
現
在
の
社
殿
（
重
要
文
化
財
）
は
、

１
６
０
３
（
慶
長
８
）
年
に
豊
臣
秀
頼
の
寄
進
に

よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
。
社
殿
は
全
体
に
西
面
し
、

小
高
い
石
積
み
の
上
に
建
つ
。
本
殿
は
三
間
社
流

造
で
、
両
脇
に
同
じ
三
間
社
流
造
の
脇
殿
が
接
続

す
る
。
社
殿
前
庭
に
は
南
北
に
細
長
い
座
小
屋
が

残
り
、
中
世
に
始
ま
っ
た
宮
座
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
貴
重
な
事
例
で
あ
る
。

ス
ケ
ッ
チ
は
正
面
右
と
な
る
脇
殿
の
際
に
立
ち

社
殿
を
横
か
ら
眺
め
、
座
小
屋
の
向
こ
う
に
薬
師

寺
西
塔
を
望
む
よ
う
に
描
い
て
み
た
。

■個展のお知らせです。

『 林 伸昭  絵と陶展Ⅶ 』
日　時：
　2月11日（火・祝）
　  ～16日（日）
　12時～18時
　（最終日は17時まで）
場　所：
　ギャラリーきむら 
　（京都市中京区
　 寺町通御池下る東側）
   TEL 075‐241‐2659

令和６年度 専攻建築士制度 登録申請の受付開始
令和６年度　専攻建築士新規・更新申請について

●受付期間　1月6日（月）～ 2月28日（金）
●申請対象となる建築士

　【新　規】　１. 建築士会のCPDを実施し、過去1年間（2024年1月1日～12月31日）にCPD取得単位数が
12単位以上であること

　　　　　　２.建築士資格取得後の専攻領域の実務経歴年数が5年以上あること
　　　　　　３.当該領域の「責任ある立場での実務実績」が3件以上あること
　【更　新】　１.過去5年間（2020年1月1日～2024年12月31日）にCPD取得単位数が60単位以上あること

●申請書の配布　 日本建築士会連合会ホームページよりダウンロードしてください。
●受付場所　（一社）京都府建築士会事務局（専攻建築士審査評議会）
●審査・登録手数料
【新　規】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【更　新】

＜登録更新をされる皆様へ＞
令和元年に専攻建築士を登録された方は登録更新の時期になります。Webから更新申請ができますので、
「専攻建築士管理システム登録更新申請マニュアル」をご確認の上「専攻建築士システム」より申請してください。

会　員 非会員書類申請 Web申請
１領域 13,200円 9,900円 29,700円
２領域 15,400円 9,900円 31,900円
３領域 17,600円 9,900円 34,100円

会　員 非会員
１領域 17,600円 29,700円
２領域 28,600円 48,400円
３領域 39,600円 67,100円
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